
 

 

学校番号 １０５ 

  平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ（α） 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 「高等学校 古典Ｂ」（第一学習社） 

副教材等 
「これからの古典文法」（尚文出版）  ｢カラー版新国語便覧｣（第一学習社) 

｢大学入試国語頻出問題 1200」（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・古典の時間では、有名な古文や漢文の作品に親しむとともに、正しく心情等を理解するために語彙

力や文法の知識をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を書き写し、意味調べをしておきましょう。 

・授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

古典としての古文、漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古

典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 ａ．関心・意欲・態度 ｂ．読む能力 ｃ．知識・理解 

観点

の 

趣旨 

古典を読む力を高め、作品の

価値について自ら考察する

とともに、我が国の文化の特

質や中国の文化との関係に

ついて理解を深めようとし

ている。 

古典を読んで、内容及び思想

や感情を、構成や展開に即し

て的確に捉え、ものの見方・

感じ方・考え方を豊かにしよ

うとしている。 

古典の理解に役立てるた

め、語句の意味、用法、文

の構造、文法、音声、表記

等を理解し、知識を身に付

けている。 

主た

る 

評価

方法 

行動の観察、記述の点検 

（ノート、ワークシート等） 

記述の確認及び分析 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

行動の観察、記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査、小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 

１
学
期 

古
文
の
随
筆
を
読
む 

 

教材： 

『枕草子』 

「宮に初めて 

参りたるころ」 

 

 

○ ○ ○ 

ａ有名な随筆を読んで、話の

面白さを理解し、平安宮廷

文化への造詣を深める。 

ｂ話の構成や展開を把握し、

登場人物の行動や心情を読

み味わう。 

ｃ敬語について理解する。 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 

 

古
文
の
評
論
を
読
む 

 

教材： 

『無明草子』 

「清少納言と 

紫式部」 
○ ○ ○ 

ａなじみのある人物の評論を

読み、構成や展開に即して

的確に作者の考えを捉え

る。 

ｂ評論を読んで、作者の思想

や感情を読み取る。 

ｃ呼応の副詞の知識を解釈に

いかす。 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 

 

漢
文
の
故
事
成
語
を
読
む 

 

教材： 

『呂子春秋』 

「知音」 

○ ○ ○ 

ａ故事や寓話にこめられた古

代中国人のものの見方・考

え方を味わう。 

ｂ比較的短い文章を読んで漢

文に親しみを持ち、話の内

容を理解する。 

ｃ書き下し文や漢文の読解に

必要な事項を正しく身につ

ける。 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 

２

学

期 

古
文
の
歴
史
物
語
を
読
む 

 

教材： 

『大鏡』 

「雲林院の 

菩提講」 

「道長の豪胆」 

○ ○ ○ 

ａ歴史物語を読んで、登場人

物の行動や心情を読み味わ

う。 

ｂ戯曲的な構成を理解し、内

容を的確に捉える。 

ｃ敬語や助詞・助動詞の知識

を確認し、解釈にいかす。 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 



古
文
の
日
記
文
学
を
読
む 

教材： 

『蜻蛉日記』 

「うつろひ 

たる菊」 

 

○ ○ ○ 

ａ日記を読んで、作者の思想

や感情を読み取る。 

ｂ文章の内容を構成や展開

に即して的確に捉える。 

ｃ助動詞の知識を確認し、解

釈にいかす。 

 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 

 

漢
文
の
歴
史
物
語
を
読
む 

教材： 

『韓非子』 

「侵官之害」 

○ ○ ○ 

ａ古代中国の思想から現代に

通ずるものの見方・考え方

を知る。 

ｂ中国の主要な思想である法

家の主張の概要を理解す

る。 

ｃ書き下し文や漢文の読解に

必要な事項を正しく身につ

ける。 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 

３ 

学

期 

古
文
の
随
筆
を
読
む
Ⅰ 

教材： 

『雨月物語』 

「浅茅が宿」 

 ○ ○ ○ 

ａ話の構成や展開を把握し、

登場人物の行動や心情を読

み味わう。 

ｂ近世小説を読んで、大意把

握の力を養う。 

ｃ近世の語彙・語法を理解す

る。 

a:行動の観察 

 

b, c: 

記述の確認 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度   b: 読む能力   c: 知識・理解 


